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This chronology of comp訂 ativefood culture has been prep訂 ed槌 acontinuation of the previous publication on the Edo era of Japan. The 

present chronology covers the period between 1603， the establishment of the Tokugawa shogunate， and August of 1868， the month before the 

beginning of the M吋iRestoration. The authors have compiled information from 382 sources， which include 208 published books and docu-

men臼 and174 Web pages and institutional electronic documents. The classification of food culture phenomena is identical to that of the pre-

vious publication. 
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はしがき

本稿は、『食文化研究jNo.5 (2009) に掲載された「比

較食文化史年表に関する諸問題J* Iの続編であり、これに

別表として掲載している「食文化年表・明治大正時代Jに

続き、「食文化年表・江戸時代」を公開するものである。

したがって、食文化史年表作成の基本方針等については前

報に示すとおりであるが、対象とする時代の違いにより前

稿と統ーできず若干の調整をおこなった表記等について補

足した。なお前稿同様(社)日本家政学会食文化研究部会

の会員ではないため共著者には併記できなかった田代文

子、林裕子、古屋敷明美、横山幸代の4名も共同研究者で

あることを付記する。

1.対象とする期間

本稿に掲載する比較食文化史年表(日本:江戸期)は、

徳川家康が江戸に幕府を開いた1603(慶長 8)年から1868

(明治元)年 9月明治改元の前まで、-すなわち1868(慶応
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4 )年 8月までの期間を対象として、当採択基準にもとづ

き採択した食文化事象をまとめた。

2.食文化事象の分類と情報源

食文化事象の分類については、前報に掲載した年表と同

様、以下の 8分類である。

資源:食料の発見、改良、育種、資源病理・予防の発見。

加工・技術:原始農耕からハイテクまで生産、調理器・

食具などの機器、装置の発明。

飲食物:飲食物(加工食品含む)やレシピの創出、発明。

企業:飲食業、食品企業(素材企業含む)の創業、 M&A

など。

学術:栄養、食関連疾病に関する発見、調査、啓蒙など。

メディァ:出版物、写本、種々のマスメディア、 CMな

どの初出。

行動:食具、作法、調理法など食行動の初出、変化など

消費者:食の安全、消費者保護、食関係法規、社会シス

テムなど。

なお前掲年表と同様、上記 8分類の他、出来事という分

類を設け、食文化に直接の関連性はないが主な政治社会的

事象を示した。

典拠とした情報源については、文献208点、ホームペー

ジ(以下、 HPと略記)174点、計382点である。文献につい

ては、極力原典またはその翻字本、影印本等を検索、調査

のうえ提示することを目標としたが、原典が判明せず、や

むを得ず二次資料を典拠にした事象もある。各業者または
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同業者組合等のHP等の広報資料については、企業に分類さ

れる事象の優先的出典とした。なお、出来事については特

に出典を示していない場合、歴史学研究会編『日本史年表j

岩波書庖(1999)を典拠としている。

3.表記等について

-史料については写本、刊本を問わず、史料名を rJでく

くった。

-メディアの分類において、史料の成立年が複数年にわた

る場合は、最終年に掲載した0

・年の表記については、原則として前掲年表同様、西暦

(元号)年、と したが、確定できない年次を元号で示す

場合は、例外的に元号を前記し西暦を oで後付けし

た。

例:1804 (文化元)年、文政年間(1818-30)

比較食文化史年表(日:本:江戸期)
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